滋賀地区
	11） 湖東ブロック


	　
	項　　　目
	　　　　　　　内　　　　　　　容

	１


	小教区規約の作成


	草津教会では「2005年度試行版」ができ、それに基づいて宣教司牧活動を進め、定期的に検討、改善をしている。彦根教会では毎月規約作成委員会を開き、信徒使徒職の遂行を基本理念において検討、原案作成中である。

長浜教会においても検討中。

	２　


	ブロック共同での活動

・オアシス

・青少年のための活動

・研修会、黙想会

・ブロック連絡会議


	毎月第１金曜日夜の祈りの会。　彦根教会担当で２回、長浜教会担当で１回。他の９回は草津教会担当で実施した。

夏季合宿、侍者会合宿（小学生対象）、ディスカバリー（中学生対象）、日曜学校合同遠足など草津教会で計画・実施したものに彦根長浜から参加した。

各教会で実施したが、相互に参加を勧誘した。

結婚講座は草津教会、彦根教会で行われた。

滋賀協議会の後、あるいは必要に応じて随時集まって、活動計画の作成、反省、連絡などを行った。

本年度からブロック会計を設置し、３教会が規模に応じて概算額を分担拠出、共通の支出についてはここから支払った。

	３


	小教区それぞれの活動


	３教会の信者数が大きく異なるので、活動の内容もそれぞれ違った。幼稚園児あるいは母親対象の信仰紹介講座。草津教会では地区別集会が毎月９個所で行われ、司祭と信徒、信徒同士の親しい関係が醸され、信仰の一致と深化に貢献している。彦根教会での分かち合い、草津教会・長浜教会での聖書講座、毎月の小教区評議会などを実施した。

	４


	外国人信徒との交流


	ブラジル人コミュニティが一番良く組織されている。信徒のリーダーによる信仰講座や祈祷会などがよく行われている。ポルトガル語、スペイン語、英語のミサは３教会で行われている。

ただ、生活習慣の違いなどから生ずる問題もあった。しかし、同じ信仰者として、一層の意見交換、交流が必要である。

	５
	課　　題


	どの教会でも同じであろうが、世代間の考え方、倫理観、道徳観、宗教観、家庭での信仰実践、教会のミサや行事への考え方の違いから来る問題がいろいろある。仕事と家庭に追われている中年世代、受験勉強やクラブ活動に追われる学生達などを教会に引きつけるのは困難。教会活動や維持は高齢者に任せる部分が年々大きくなる。信仰の継承に不安を抱いている。


